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雄大黒鼠を用い，急性障害では CC140.1cc を，慢性障害では25%ゴマ油溶液 O.2cc を週2回8週間にわ
たって反覆して腹腔内に注射した。断頭屠殺後肝を O.25M 蒸糖液中で組織粥佑し， Hogeboom Schneiｭ
der の方法に基いてミトコンドリアを分離した。ミトコンドリアの膨潤は 520mμ における吸光度の減少
を分光光度計によって測定し， ミトコンドリア浮遊液の光散乱は 135 0 /45 0 散乱光比を濃度 O に外挿し




燐脂質燐の代謝は p320 4100μc 皮下注後 4 時間の肝ミトコンドリア脂質への転入により測定した。
結果
①急性障害肝から分離したミトコンドリアの Phasphate 存在下の膨潤は正常肝ミトコンドリアに比し
て少く，これが Mg+十によって妨害される割合も少い。 Aging による膨潤能の低下は正常肝よりも更に
著明である。光散乱では 45 0 における非対称度は障害肝ミトコンドリアの方が大きく，更に低張の庶橋
液を用いて分離した正常肝ミトコンドリアのそれに相当する。分離のときに EDTA を添加した場合も同
様であって，障害肝ミトコンドリアが既に組織内で膨潤していると推定される。②肝 19 から分離される







減退によって一部説明され得る。④ p3204 のミトコンドリア脂質への転入は CC14 注射後 16--24 時間
の聞では著明に低下する。これは障害肝ミ卜コンドリア分画の無機燐の増加と有機燐の減少とも一致した。
CC14 注射後 5 日目にはP 3204 の燐脂質への転入は，酸溶性燐に対する相対的比放能において正常より
も増加する。⑤燐脂質のアミノ成分については、急性障害期にはエタノールアミン/脂質 p ，セリン/脂




















① 四塩化炭素 O.lcc の腹腔内注射によって雄大黒鼠に肝障害を惹起せしめ，肝ミトコンドリアを分
離し，等張薦糖溶液中で燐酸イオンの存在ドで膨潤現象を観察，更にミトコンドリア浮遊液の光散乱を測
定し，正常肝ミトコンドリアと比較した。燐酸イオンやコハク酸の存在下における膨潤は障害肝ミトコン
ドリアでは正常肝のそれよりも程度が少く， Mg++ や ATP の膨潤防止効果も正常に比して劣っている。
障害肝ミトコンドリアは Aging による膨潤能の減退が著明である。 ATP による膨潤回復や防止効果か
ら見ると、障害肝ミ卜コンドリアは正常に比して弾力性が減退している様に思われる。この様な変化は障













④ 脂質エタノールアミン/p ， セリン/p 比は共に急性障害期においては変化なく，回復期において
減少する。
⑤ 以上の脂質の変化は酸化能，燐酸能というミトコンドリアそれ自体の変化を反映するものであって
しかも更に転じて，膨潤能という肝ミトコンドリアの極めて特異的な機能に影響するものと解釈される。
組織障害を論ずるに障して，個々の代謝過程の阻害を検討することは屡々行われ来った所である。しか
し組織細胞の特異な機能の維持はその構造に負う所が大で，構造の崩壊はしばしば，個々の成分酵素の変
化なしに細胞機能に重大な障害をあたえる。組織呼吸の基本をなすミトコンドリアにおいて，乙の関係は
最も重要であり，本教室においても従来検討され来った所で、るあ。本研究は構造維持に大きな役割を果す
脂質の変化に着目した所に意義があり，他の多くの肝障害の場合においてミトコンドリアにおけるエネノレ
ギー利用の障害が脂質の変化を通じてそれ自体の機能低下に帰結する因果関係が示唆され、かかる機転が，
障害殊に慢性障害の発生に関与するという肝障害発生に関する基礎的知見の一端を解明したものであり，
この方面の研究に寄与する所大なるものと考える。
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